
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福
祉
功
労
者
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た 

令
和
４
年
11
月
12
日
、
日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」
が
、
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

音
楽
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
多
年
に
わ
た
り 

地
域
福
祉
活
動
を
実
践
さ
れ
て
、
社
会
福
祉
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
労
者
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰 

 

冨
田 

英
雄
氏
（
民
生
委
員
児
童
委
員
） 

 

松
本 

寿
美
子
氏
（
民
生
委
員
児
童
委
員
） 

 

神
永 

つ
る
代
氏 

(

会
瀬
６
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
幹
事) 

 

今
橋 

え
つ
子
氏(

会
瀬
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
幹
事) 

  

各 

部 

の 

活 

動 

報 

告 

環
境
部 

部
長 

小
室
裕
二 

・
会
瀬
学
区
内
清
掃
為
中
止 

・
会
瀬
海
水
浴
場
（
南
浜
）
清
掃
７/18 

・
ゴ
ミ
集
積
所
の
整
備
実
業 

・
新
規
1
基
、
補
修
3
基
、
交
換
2
基 

・
ゴ
ミ
集
積
所
箱
の
軽
量
化
（
ア
ル
ミ
製
） 

試
作
の
検
討
・
不
法
投
棄 

R4

2
件
違
反
広
告
0
件 

・
会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
整
備
事
業
（
春
、
夏
2
回
） 

 

防
災
部 

 
 
 

部
長 

染
谷 

武
雄 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
制
限
も
あ
り
、
救
命
救
護
講

習
会
等
は
自
粛
中
。
市
避
難
所
開
設
・
運
営
訓

練
が
中
止
。
10
月
16
日
（
日
）
応
急
給
水 

タ
ン
ク
の
組
立
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

11
月
4
日
（
金
）
津
波
防
災
講
演
会
、
11
月

5
日
（
土
）
日
立
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
。 

11
月
26
日
（
土
） 

会
瀬
学
区
防
災
訓
練 

「
備
蓄
倉
庫
備
品
取
扱 

及
び
防
災
授
業
サ
ポ
ー
ト
」 

会
瀬
小
学
校
体
育
館
に
て 

児
童
4
年
生
４８
名
防
災 

授
業
で
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
・ 

簡
易
担
架
の
組
み
立
て
等 

グ
ー
プ
で
体
験
参
加
。 

 

レ
ク
・
文
化 

 

部
長 

関 

幸
夫 

「
お
お
せ
秋
ま
つ
り
」 

３
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で 

中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
、

11
月

19
日 

少
年
団
サ
ッ
カ
ー
大
会 

（
会
瀬
・
久
慈
坂
本 

・
中
小
路
チ
ー
ム 

103
名
の
参
加
で
開
催
。 

ま
た
、
年
明
け 

１
月

29
日
に
は
子
ど
も 

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

詳
細
申
込
等
は
、
市
報
折
込
チ
ラ
シ
で 

 

今
橋
孝
行
さ
ん
を
悼
む 

推
進
会
相
談
役
、
今
橋
孝
行
さ
ん
が
１１
月
２８
日
亡

く
な
り
ま
し
た
。 

享
年
８５
歳
、
地
域
へ
の
貢
献
に
多
大
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。 

会
瀬
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
５１
年

(

１
９
７
３
年)

会
瀬
水
泳
少
年
団
を
創
設
し
、
以

後
、
会
瀬
学
区
の
み
な
ら
ず
市
内
全
体
の
子
ど
も

達
に
ま
で
呼
び
か
け
、
今
年
４６
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
年
中
行
事
で
あ
っ
た
潮
干
狩
り
や
ハ
ワ
イ
ア

ン
セ
ン
タ
ー
遠
征
は
今
も
っ
て
後
継
者
に
よ
っ
て

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
活
動
に
も
熱
心
に
取

り
組
み
、
昭
和
５７
年
（
１
９
８
２
年
）
以
後
、
会

瀬
学
区
市
民
運
動
推
進
会
の
事
務
局
長
と
し
て
住

民
運
動
会
（
後
に
秋
祭
り
に
含
む
）・
海
岸
清
掃
・

お
お
せ
秋
祭
り
・
三
世
代
敬
老
会
な
ど
現
在
も
実

施
さ
れ
て
い
る
行
事
を
推
し
進
め
ま
し
た
。 

ど
の
行
事
も
会
瀬
小
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

連
携
し
地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
会
社
勤
務
の
な
か
で
平
成
元
年
か
ら
日
立

市
少
年
団
本
部
の
副
部
長
と
し
て
統
率
力
を
発

揮
、
次
い
で
平
成
２
年
地
域
代
表
と
し
て
県
議
会

議
員
に
当
選
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
県
政
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
多
忙
な
中
で
も
趣
味
と
し
て
登
山
、

写
真
撮
影
、
絵
画
制
作
に
も
臨
み
、
行
動
力
に
富

ん
だ
幅
広
い
多
彩
な
人
材
で
し
た
。
最
後
に
お
会

い
し
た
の
は
令
和
４
年
夏
、
日
の
出
橋
上
で
変
わ

り
行
く
線
路
沿
い
の
風
景
を
感
慨
深
く
見
つ
め
て

い
た
あ
の
姿
で
し
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

合 

掌) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
皆
川
直
司
） 

      

 

青
少
年
育
成
部 

   

部
長 

鈴
木 

裕
子 

育
成
会
、
PTA
、
お
や
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
と
り
、
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
6
月
よ
り
結
団
式
、

郊
外
楽
習
（
栃
木
県
）、
地
域
わ
ん
ぱ
く
隊
（
お
お

せ
元
気
っ
子
体
験
村
）
で
は
環
境 

SDGs
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

を
行
い
ま
し
た
。 

12
月
に
は
お
正
月
飾
り
、 

2
月
に
会
瀬
出
身
江
戸
時
代
の 

柴
田
方
庵
と
ビ
ス
コ
イ
ト
を 

学
び
ま
す
。 

・
ひ
よ
こ
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ
で
は
、 

6
月
開
講
式
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、 

ミ
ニ
運
動
会
、
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
） 

年
３
回
の
活
動
コ
ロ
ナ
禍
で
出
来 

な
か
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、 

子
ど
も
達
の
中
で
も
学
ぶ
、
遊
ぶ
、 

考
え
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

元
気
に
活
動
が
出
来
ま
し
た
。 

 

秋
の
叙
勲 

 

瑞
宝
単
光
章 

藤
田 

昌
弘
氏 

（
会
瀬
２
丁
目
・
幸
町
地
区
長
） 

 

日
立
市
消
防
団
分
団
長
と
し
て
、
永
年
に 

わ
た
り
市
民
生
活
の
安
全
確
保
に
尽
力 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

交
通
安
全
防
犯
部 

 
 
 

部
長 

嶋
﨑
一 

当
部
の
活
動
基
本
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
や
、

高
齢
者
が
「
安
全
で
安
心
し
た
生
活
環
境
の
中
で
、

心
身
を
育
む
地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
活
動
。 

１
．
子
ど
も
達
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動 

２
．
道
路
、
路
肩
、
歩
道
の
改
修
要
請
や
、 

白
線
消
魔
等
の
補
修
要
請 

３
．
道
路
標
識
、
道
路
標
示
等
点
検
巡
視 

４
．
防
犯
の
ぼ
り
旗
の
維
持
管
理 

５
．
市
道
、
児
童
公
園
等
の
除
草
や
樹
木
の 

枝
払
い
要
請 

６
．
会
瀬
小
学
校
の
行
事
、
集
会
活
動
の
協
力 

７
．
関
係
機
関
へ
諸
問
題
点
の
改
善
要
請 

８
．
学
区
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
と
り
ま
と
め 

日
々
変
化
す
る
地
域
社
会
に
各
地
区
の
方
々
や
、

学
校
関
係
者
と
協
調
を
図
り
、
安
全
で
安
心
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。 

 

 

生
涯
学
習
部 

 
 

部
長 

小
塚 

隆
一 

会
瀬
浜
太
鼓
は
会
瀬
小
児
童
3
～
6
年
生
、
中

高
生
9
名
、
保
護
者
、
ス
タ
ッ
フ
計
43
名
で
5
月

よ
り
月
2
回
土
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
発
足
当

時
は
経
験
者
が
少
な
く
指
導
も
苦
労
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
は
卒
業
生
が
先
輩
と
し
て
指
導
し
て
助

か
っ
て
い
ま
す
。 

保
護
者
も
一
緒
に
参
加
熱
心
に 

練
習
に
励
ん
で
、
子
供
達
に
も 

良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
方
に
も
太
鼓
を
叩 

い
て
若
が
え
っ
て
ほ
し
い
と 

思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
見
に 

来
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

「
会
瀬
健
康
づ
く
り
く
ら
ぶ
」
部
長 

坂
本 

武
義 

平
成
16
年
に
発
足
し
て
20
年
目
を
迎
え
地
域
住
民
参
加

の
「
み
ん
な
で
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
」
を
目
標
に
運
動
講

師
に
よ
る
運
動
教
室
、
屋
外
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
を
会
員

31
名
（
平
均
年
齢
７５
才
）
に
て
「
心
の
健
康
・
身
体
の

健
康
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
（
26
回
）
の
活
動
で
は
、
5
月
の
開
講
式
か
ら

月
2
回
の
2
人
の
運
動
講
師
に
よ
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
ス
テ
ッ
プ
台
、
ペ
ル
ビ
ッ
ク
体
操
（
骨
盤
体
操
）
を

実
施
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
鵜
の
岬 

・
伊
師
浜
海
岸
、
御
岩
神
社
、 

常
陸
太
田
鯨
が
丘
等
、
散
策
を 

行
い
ま
し
た
。 

 

一
人
で
も
多
く
の
人
の 

「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば
そ
う
と 

会
員
み
ん
な
で
頑
張
っ
て 

い
ま
す
。

4
月
に
会
員
募
集 

し
て
い
ま
す
新
し
い
会
員 

（
特
に
男
性
）
が 

入
会
さ
れ
る
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

     

会
瀬
再
発
見
ウ
オ
ー
ク 

 

～
会
瀬
の
七
夕
伝
説
～ 

10
月

30
日
（
日
）
晴
天
の
中
、
皆
川

直
司
企
画
局
長
（
ひ
た
ち
生
き
生
き

百
年
塾
日
立
の
ま
ち
案
内
人
）
の
案

内
で

28
名
の
参
加
。 

防
波
堤
（
七
夕
磯
）
や
海
水
浴
場
・

津
神
社
（
初
崎
台
場
）
・
鶴
見
埼
（
午

の
岩
屋
・
夫
婦
滝
）
・
車
坂
・
別
荘

跡
・
防
空
壕
跡
（
潮
音
坂
）
等 

4
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
開
催
。 


